エンリコ・パ－チェ（ピアノ）　　
Enrico Pace, Piano
イタリアのリミニ生まれ。1989年フランツ・リスト・ピアノ国際コンクールに優勝し、国際的なキャリアをスタート。以降、アムステルダム（コンセルトヘボウ）、ミラノ（ヴェルディ・ホール、スカラ座）や南米各地などで幅広く活動し、ラ・ロック・ダンテロン、ルツェルン、など多くの音楽祭にも出演している。
　最近では、ネザーランド・フィル、フィレンツェ五月音楽祭管、ハンガリー国立フィル、エーテボリ響、ロンドン響等と共演。レオニダス・カヴァコスとは、ニューヨーク（カーネギー・ホール）、アテネ、フィレンツェ、ミラノ、アムステルダム、モスクワ、東京、ザルツブルク音楽祭、ボン・ベートーヴェン音楽祭でベートーヴェンのヴァイオリン・ソナタ全曲演奏を行ったほか、アメリカ、ヨーロッパ、中国各地でのデュオ・リサイタルに出演した。諏訪内晶子とは、日本各地とロンドン（ウィグモア・ホール）でリサイタルを予定。ソロでは、アムステルダム・コンセルトヘボウ、ミュンヘンのヘルクレスザールなどに登場する。
ヴァイオリンのカヴァコス、ツィンマーマン、リザ・フェルシュトマンとパートナーを組んでおり、カヴァコスとチェロのパトリック・デメンガとはメンデルスゾーンのピアノ・トリオを録音（ソニー・クラシカル）。2013年１月にカヴァコスと録音したベートーヴェンのソナタ全曲（デッカ）は、グラミー賞にノミネートされた。また、ツィンマーマンとは、ブゾーニのヴァイオリン・ソナタ第２番、バッハのヴァイオリン・ソナタ全曲を録音している（ソニー・クラシカル）。ソロでは、2011年にリストの「巡礼の年」より「スイス」と「イタリア」を録音（ピアノ・クラシックス）し、高い評価を得た。
　（2016年1月）
